
資料１ 

甲府市国民保護計画のポイント 

 計画の策定方針  

○国の基本指針、山梨県国民保護計画及び市町村国民保護モデル計画をベースに策定 
・・・基本的人権の尊重や国民の権利の迅速な救済などに留意しながら、甲府市が実

施する国民保護措置の基本的な枠組みを規定 
○甲府市の特性に留意し、計画の実効性を確保 

・・・市の地理的・社会的特性を踏まえつつ、首都圏を狙った弾道ミサイル攻撃が市

街地の住宅密集地域に着弾した場合等の武力攻撃事態や、ターミナル駅など大

規模集客施設において化学剤が大量散布される等の緊急対処事態を対象として、

初動体制の迅速な確立と避難措置の円滑な実施を重視 
○近接市町・関係機関や市民との連携及び協働 

・・・地域防災計画など、これまで構築してきた防災体制を十分に活用しながら、近

接市町や関係機関との密接な連携や、市民等の自発的協力の確保等により、地

域対応力を強化 
 

 武力攻撃事態等への対処のポイント  

○ 甲府市は、武力攻撃事態等の認定が行われる前であっても、市独自に市緊急事態

連絡本部等を設置し、初動体制を迅速に確立 
○ 甲府市は、武力攻撃事態等において、市民の生命、身体及び財産を保護するため、

警報や避難の指示を迅速かつ的確に伝達、通知 
○ 甲府市は、知事から避難の指示の通知を受けた場合には、直ちに避難実施要領を

策定し、避難住民を誘導 
○ 甲府市は、安否情報の収集を行うほか、安否情報の照会があった場合には、個人

情報の保護に配慮したうえで回答 
○ 甲府市は、武力攻撃が発生した場合において、緊急の必要があると認めるときは、

自らの判断に基づき、退避の指示や警戒区域を設定 
○ ＮＢＣ攻撃による災害への対処について、市長は、攻撃による被害の情報や必要

となる物的、人的支援に関する情報を集約し、知事に対して迅速に支援を要請 
 

 その他の主な計画事項  

○ターミナル駅で化学剤の大量散布が発生した場合を想定して、初動、救助、原因

物質の特定、現場の除染等や関係機関の具体的対処例について記述 


